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【手続補正書】
【提出日】平成25年11月8日(2013.11.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　結晶性ポリエステル、中和剤、界面活性剤及び水を含有する結晶性ポリエステルの水系
分散液を凝集して得られた凝集粒子を含有する電子写真用トナーであって、
　前記結晶性ポリエステルが、炭素数２～１４の脂肪族ジオールを７０モル％以上含むア
ルコール成分と、炭素数８～１２の脂肪族ジカルボン酸化合物又は芳香族ジカルボン酸を
８０モル％以上含むカルボン酸成分とを縮重合させて得られるものであり、
　前記界面活性剤が、下記一般式（１）で表される非イオン性界面活性剤を６０重量％以
上含有し、該非イオン性界面活性剤の含有量が前記結晶性ポリエステル１００重量部に対
して１．８～４．８重量部である、電子写真用トナー。
　　Ｒ1Ｏ（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）nＨ　　　（１）
（式中、Ｒ1は炭素数１０～２２の脂肪族炭化水素基を表し、ｎは２０～６０の平均付加
モル数を表す。）
【請求項２】
　結晶性ポリエステル、中和剤、界面活性剤及び水を含有する結晶性ポリエステルの水系
分散液を凝集して、凝集粒子を得る凝集工程を有する、電子写真用トナーの製造方法であ
って、
　前記結晶性ポリエステルが、炭素数２～１４の脂肪族ジオールを７０モル％以上含むア
ルコール成分と、炭素数８～１２の脂肪族ジカルボン酸化合物又は芳香族ジカルボン酸を
８０モル％以上含むカルボン酸成分とを縮重合させて得られるものであり、
　前記界面活性剤が、下記一般式（１）で表される非イオン性界面活性剤を６０重量％以
上含有し、該非イオン性界面活性剤の含有量が前記結晶性ポリエステル１００重量部に対
して１．８～４．８重量部である、電子写真用トナーの製造方法。
　　Ｒ1Ｏ（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）nＨ　　　（１）
（式中、Ｒ1は炭素数１０～２２の脂肪族炭化水素基を表し、ｎは２０～６０の平均付加
モル数を表す。）
【請求項３】
　下記工程１～３を含む、請求項２に記載の電子写真用トナーの製造方法。
　工程１：炭素数２～１４の脂肪族ジオールを７０モル％以上含むアルコール成分と、炭
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素数８～１２の脂肪族ジカルボン酸化合物又は芳香族ジカルボン酸を８０モル％以上含む
カルボン酸成分とを縮重合させて、結晶性ポリエステルを得る工程。
　工程２：工程１で得られた結晶性ポリエステル、有機溶剤、前記一般式（１）で表され
る非イオン性界面活性剤を６０重量％以上含有する界面活性剤、中和剤及び水を混合し、
分散液を得る工程であって、該非イオン性界面活性剤の使用量が前記結晶性ポリエステル
１００重量部に対して１．８～４．８重量部である、結晶性ポリエステルの分散液を得る
工程。
　工程３：工程２で得られた結晶性ポリエステルの分散液から有機溶剤を除去することに
より、前記凝集工程で用いるための前記結晶性ポリエステルの水系分散液を得る工程。
【請求項４】
　結晶性ポリエステル、中和剤、界面活性剤及び水を含有する結晶性ポリエステルの水系
分散液であって、
　前記結晶性ポリエステルが、炭素数２～１４の脂肪族ジオールを７０モル％以上含むア
ルコール成分と、炭素数８～１２の脂肪族ジカルボン酸化合物又は芳香族ジカルボン酸を
８０モル％以上含むカルボン酸成分とを縮重合させて得られるものであり、
　前記界面活性剤が、下記一般式（１）で表される非イオン性界面活性剤を６０重量％以
上含有し、該非イオン性界面活性剤の含有量が前記結晶性ポリエステル１００重量部に対
して１．８～４．８重量部である、トナー用結晶性ポリエステルの水系分散液。
　　Ｒ1Ｏ（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）nＨ　　　（１）
（式中、Ｒ1は炭素数１０～２２の脂肪族炭化水素基を表し、ｎは２０～６０の平均付加
モル数を表す。）
【請求項５】
　前記結晶性ポリエステルが、炭素数２～１４の脂肪族ジオールを７０モル％以上含むア
ルコール成分と、炭素数８～１２の脂肪族ジカルボン酸化合物又は芳香族ジカルボン酸を
８０モル％以上含むカルボン酸成分とを縮重合反応に付した後、４０℃以下になるまで冷
却後、４０℃を超える温度であって、「ＤＳＣ測定における吸熱の最大ピーク温度（℃）
－４０℃」～「ＤＳＣ測定における吸熱の最大ピーク温度（℃）－５℃」の温度で加熱処
理して得られたものである、請求項４に記載のトナー用結晶性ポリエステルの水系分散液
。
【請求項６】
　下記工程１～３を含む、請求項４又は５に記載のトナー用結晶性ポリエステルの水系分
散液の製造方法。
　工程１：炭素数２～１４の脂肪族ジオールを７０モル％以上含むアルコール成分と、炭
素数８～１２の脂肪族ジカルボン酸化合物又は芳香族ジカルボン酸を８０モル％以上含む
カルボン酸成分とを縮重合させて、結晶性ポリエステルを得る工程。
　工程２：工程１で得られた結晶性ポリエステル、有機溶剤、前記一般式（１）で表され
る非イオン性界面活性剤を６０重量％以上含有する界面活性剤、中和剤及び水を混合し、
分散液を得る工程であって、該非イオン性界面活性剤の使用量が前記結晶性ポリエステル
１００重量部に対して１．８～４．８重量部である、結晶性ポリエステルの分散液を得る
工程。
　工程３：工程２で得られた結晶性ポリエステルの分散液から有機溶剤を除去することに
より、結晶性ポリエステルの水系分散液を得る工程。
【請求項７】
　工程１において、縮重合反応に付して得られた結晶性ポリエステルを、４０℃以下にな
るまで冷却後、４０℃を超える温度であって、「ＤＳＣ測定における吸熱の最大ピーク温
度（℃）－４０℃」～「ＤＳＣ測定における吸熱の最大ピーク温度（℃）－５℃」の温度
で加熱処理する工程を更に有する、請求項６に記載のトナー用結晶性ポリエステルの水系
分散液の製造方法。
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